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審査日程の目安 審査日程の目安

(3月修了) (9月修了)

提出前 提出前

2-9月 9-翌2月

4-10月 11-翌3月

4-10月 11-翌3月

4-12月 11-翌5月

論文再提出後 論文再提出後

1月 6月

1月 6月

2月 7月

2月 7月

研究中間評価会開催

論文指導委員会のアドバイスを受けながら「研究計画書」の作成準備

アジア太平洋研究科 PhD プログラム学位取得までの流れ

入学

入学後第1学期
Waseda Moodleにてオンデマンド講義

「学術・研究公正概論（人文・社会科学系）」を受講

「研究倫理教育コンテンツ受講報告書」提出準備（学生）
受講方法：原則、入学後第１学期にWaseda Moodle上のオンデマンド講義「学術・研究公正概論（人文・社

会科学系）」（※～2021年度：「研究倫理概論」）が自動登録され、単位修得。

※本様式の提出時期は、受講終了時ではなく、博士学位論文を提出する際となります。

プロジェクト研究指導担当教員と面談し、研究テーマの

絞込み・研究の進め方について協議

入学後1学期在学以降

論文指導委員会の設置 「論文指導委員会設置報告書」提出（指導教員）
提出日：入学後1学期以降の随時。指導教員と相談の上、副指導教員を決定

指導教員：類似度判定実施 「学術倫理上の問題点（剽窃等）確認結果について」提出（指導教員）

論文指導委員会設置から1学期経過後（右注参照） 「研究計画書」提出（学生）
提出日：「論文指導委員会設置報告書」提出後、1学期経過以降随時（和文12,000字程度or英文4,000

語程度）

※入学後2学期経過後は「論文指導委員会設置報告書」と同時提出可

「研究計画書」の提出

研究の推進

※研究計画書承認後、随時

（開催2週間前までに申請）
「研究中間評価会開催申請書」および研究中間評価要旨の提出

「研究中間評価会開催申請書」・「研究中間評価要旨」提出（学生）
提出日：研究中間評価会開催2週間前まで。研究中間評価要旨（和文2,000字程度もしくは英文700語程

度）とともに提出。

※１度のみ研究中間評価会の再開催が可能。

「研究中間評価会終了報告書」提出（指導教員）

論文の執筆/査読付学術論文掲載 掲載論文の「学術論文審査報告書」提出（指導教員）

審査委員会の指導により論文修正

「修正論文・修正対応表」を審査委員会に提出（学生）
審査委員会が修正を指示した場合に限り、審査委員会が定める期日までに、修正論文を修正対応表とともに提出

する。

博士学位論文の提出 提出資格：内規の諸要件を満たし、博士後期課程に2年以上在学した者。

提出期間：原則随時※別途ウェブの”提出／審査スケジュール”を参照

受理審査 【学生が提出するもの】

アジア太平洋研究科ウェブサイトを確認。

【指導教員が提出するもの】

①学術論文審査報告書〈1部。主指導教員の捺印要。〉

②副査(2名)アンケート博士学位論文審査委員会設立

4-12月 11-翌5月
口述試験 「口述試験開催申請書」提出（主査）

提出日：口述試験開催2週間前まで。
審査委員会のスケジュール調整後、教室予約。

審査委員会：類似度判定実施 「学術倫理上の問題点（剽窃等）確認結果について」提出（審査委員会）

学位論文（最終版）の提出

「博士学位論文（最終版）」「学位申請書」を審査委員会を通じて提出（学生）
修正論文が審査基準を満たすと審査委員会が認めた場合、これを学位論文（最終版）とする。学生は、審査委

員会を通じて、学位論文（最終版）および論文要旨を、PDF/Aファイルで研究科事務所に提出（修正指示がな

い場合は提出不要）

指導教員が「博士学位論文審査報告書」を作成
「博士学位論文審査報告書」提出（主査）

学位授与式：３月/９月
教務課より案内あり。

※上記事項の詳細につきましては当研究科ウェブサイトにある内規を必ずご確認ください。また、学位論文の提出締切および各審査日程の詳細も、必ず当研究科ウェブサイトの情報をご確認ください。

※最新の内規・フォーマットは、当研究科ウェブサイトより参照（ダウンロード）可能です。

審査結果承認（研究科運営委員会）

合否通知

3月 9月
修了（学位授与）
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